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2010年 ５月号広報   なかわだ
  中和田カトリック教会
      広報委員会発行

      泉区中田北 1 丁目 9-1
        Tel. (045) 803-6141

http://www.paw.hi-ho.ne.jp/nakawadacatholic/

             平成 22 年 5月 2日

第 ３６７号

（聖三位一体（エル・グレコ））

   5 月の予定
教会委員会	 	 		 		 	 5 月   9 日
主の昇天　　　		 		 	 5 月 16 日
湘南キリスト教セミナー	 5 月 22 日 (戸塚教会)
聖霊降臨 /子どもミサ	 5 月 23 日
三位一体の主日　　	 5 月 30 日

司祭叙階式を祝って
主任司祭   小 林   陽 一

司祭叙階式を迎えることができる・・・。　私たちにとって、横浜教区に
とって、これ程うれしいことはありません。藤沢教会ご出身の宮内毅助祭様は、
２０１０年４月２９日午前１１時、御園女学院講堂にて司祭叙階式をお受けに
なることとなりました。宮内助祭様は、昨年から今年にかけて、中和田教会の

ミサに参加して下さり、奉仕して下さいました。御聖体を授け、説教をして下さり、霊的なお世話をして下
さいました。助祭になる前から、夏休みや冬休みなど、主日ミサの侍者をつとめて下さいました。要理学校
の子供たちとゲームをしたり、遊びの中に入ったり、神学生の頃から宮内助祭様は子供たちと交わって下さ
いました。

中和田教会の中学生で、横浜教区召命錬成会に出席した人は、錬成会リーダーの宮内神学生とも交わる機会
がきっとあったことと思います。司祭を志す方と小中学生が、合宿の中で人間として、信者として触れ合う
ことは、よいことだと思います。

宮内助祭様が、司祭として中和田教会に来て下さることができ、ミサを中和田教会で捧げて下さった時、そ
れは中和田教会の私達の心に深く刻まれる喜びの思い出となることと思います。

宮内助祭様が司祭となられる今、宮内神父様のために小さな犠牲と小さな祈りを捧げます。そして、大きな
恵みを横浜教区に与えてくださった神さまのはからいに、心から感謝いたします。

アシジのフランシスコ宮内毅神父様、司祭叙階おめでとうございます。

追記　２０１０年５月２３日（日）午前９時、中和田教会聖堂にて、宮内毅師の初ミサがあります。

どうぞご参加下さい。。

日 曜 ミ サ ・ 勉 強 会 備      考
  1 土 主日ミサ (18 時 ) 掃除１Ｇ

2 日 復活節第五主日 主日ミサ (9 時 )

  7 金 初金ミサ (10 時 )

8 土 主日ミサ (18 時） 掃除２Ｇ

9 日 復活節第六主日 主日ミサ (9 時） 聖マリアの月（ロザリオの祈り）

14 金 聖マチア使徒祝日 祝日ミサ (10 時 )

15 土 掃除３Ｇ

16 日 主の昇天 主日ミサ (9 時 )

22 土 掃除４Ｇ

23 日 聖霊降臨の主日 子どもと共に捧げるミサ  (9 時 ) 宮内神父　中和田教会の初ミサ

29 土

30 日 三位一体の主日 主日ミサ（9 時）

典
礼
こ
よ
み
（
五
月
）



⑤ナザレ

聖ヨゼフ

教会

受 胎 告 知 教

会 の 敷 地 内

に 大 工 仕 事

を、 ヨ ゼ フ

よ り 倣 っ て

いるイエスとそれを見守ってい

るマリアの絵が有る。

ルカ福音

◆ナザレに帰る 2 : 39 ～ 40

④カイロ

コプト教会

聖 家 族 が エ

ジ プ ト に 難

を 逃 れ て、

生 活 し て い

た 家（ 中 は

撮 影 禁 止 ）

手にしている絵葉書生活場所

マタイ福音

◆エジプトに避難する　

2 : 13「起きて、子供とその母親を

連れて、エジプトへ逃げ・・14

①ナザレ　受胎告知教会

（マリアが天使ガブリエルから「イエスを身ごもる」と告げられた教会）

聖堂１Ｆには、告知を受け

た部屋（洞窟）が有り、そ

の上に教会が建てられた。

現在の物は５度目の物だと

言う。

聖週間、復活の主日ミサ・洗礼式、そして祝賀会までの一連の典礼、行事が無事終了しました。

とくに、復活主日ミサで参列者が暖かく見守るなか、大宮実乃莉ちゃんが洗礼を受けました。

信徒全員で喜びを分ち合うと共に、私たちも気持ちを新たに前に進むことが出来ますように。

典礼 / 行事の準備にご尽力頂いた皆様、ご参加頂いた皆様、ありがとうございました。

ご復活、おめでとうございます

＜聖書関連は赤字で記載しますので、興味のある方は「聖書」を参考にしてください＞

出エジプトと聖地巡礼の旅：（2） イエスの誕生

下村 毅・昭子

受胎告知教会 受胎告知の部屋

ルカ福音

◆イエスの誕生が予告される

1 : 26 ～ 31

あなたは身ごもって男の子を産むが、

その子をイエスと名付けなさい～ 35

②ベツレヘム　　聖誕教会		  ルカ福音  ◆イエス誕生　2 : 5 ～ 7

十字軍の改修を経て「バジリカ方式」と言う最も古い教会様式、現在はギリシャ正教が管理している

祭壇右側から入ると、「イエス誕生洞窟」がある。一段低い所に「「イエスが飼い葉桶に寝かされた所がある

聖誕教会

イエス誕生洞窟
飼葉桶に寝かされた場所

③ベツレヘム 羊飼いの野の教会

ルカ福音

◆羊飼いと天使

2 : 8 ～ 11

⑥ヨルダン　イエスの洗礼場所

洗礼者ヨハネがイエスキリストに洗礼を授けた

所（現在は軍の施設内で事前の許可がいる）

ヨハネ福音◆ヨハネの証し　1 : 21 ～ 34 この方

こそ、神の子であると証しした

ルカ福音◆イエス洗礼を受ける　3 : 21 ～ 22 聖

霊が鳩のように目に見える・・

ヨルダン川の川幅は 7 ～ 8m 洗礼地でのミサ

－ ２ －



－ ３ －

去る 3 月 22 日、好天に恵まれたこの日、アウグス
チノ野村純一司教様司式のもと、名古屋教区カテドラ
ル・布池教会において行われた、ダビデ伊藤大有助祭
様の司祭叙階式に参列させていただきました。中和田
教会からは、中谷、石川、位田、下村の皆様と共に参
りました。丁度お休みだった孫の霞も、よい機会だか
らと連れて行きました。

布池教会（カトリックカレンダー４月のページに掲
載）は、1000 人以上入れるような立派な教会で、多く
の老若男女の信徒や修道者のみなさんが参列していま
した。

ダビデ伊藤大有助祭様は、式の間はとても落ち着い
ておられましたが、式後のご挨拶は少々緊張しておら
れたようで、野村司教様が慈愛に満ちたご様子で、ニ
コニコして見ておられたのがとても印象的でした。参
列者一同での記念撮影は、教会前の階段に並んで撮っ
ていただきました。

私は、同じ名古屋教区の主税教会で受洗し、中高を
聖霊学園で過ごしましたので、懐かしかったですが、
もっと懐かしかったのは、野村司教様が子どもの頃は
同じ教会でご一緒で、とても活発な男の子だったのを
思い出したことです。残念なことに、司教様とはお話
をするチャンスがありませんでした。

この度、この喜ばしいミサに参列できましたことを、
心から神に感謝いたしました。

ダビデ伊藤大有神父様　おめでとうございます

叙階式に出て、神父様になった伊藤大有さんを見て、
神様からいっぱいお恵みをいただいたと思います。

わたくしたちを導いてください。石井　霞

名古屋教区・司祭叙階式に参加して
～ダビデ伊藤大有助祭様、神父様に！～

岩渕委員長の

コラム　

■聖週間から御復活、パー
ティーと大きな行事が無
事終わりました。今年か
ら、行事グループの体制が
変わって最初の仕事とな
りましたが、A、B 地区の
方々を中心に教会全体の

協力でスムーズに進めることができました。皆様の御
協力に心からお礼申し上げます。

■既に前月広報でご紹介しましたように、サロンはこ
れまで長い間ヨゼフ会の中心的活動となってきました
が、ヨゼフ会単独での維持が困難なことから、教会全
体の活動として検討することになりました。今回 4 月
の委員会で話し合った結果、大事な交流の場でもあり
ますので、半年単位で担当者を教会全体から割り当て、
継続していくこととなりました。まず 5 月 16 日と 23
日に委員会メンバーで実施してみて、課題ややり方を
明確にします。有料化（寄付ベース？）するとか、お
菓子はやめて簡素化するなどの意見も出ましたが、皆
様の御意見をお聞きしながら検討して行きたいと思い
ます。6 月から 12 月までの担当リスト（申込表）を張
り出しますので、その時は積極的にご記入頂きたく、
宜しくお願い致します。

■新しくグループとなった総務グループは現在、小野
さんと七浦さんが御担当されていますが、大事な仕事
も多いため、是非メンバーを拡充したいと思います。
公募させて頂きますが、こちらも御協力のほど宜しく
お願い申し上げます。

湘南キリスト教セミナーにご参加下さい！

石井　悠子 ・ 霞

風
光
る　

招
き
に
応
ふ　

新
司
祭

石
川 

雅
子
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委
員
会
だ
よ
り

＜
9

4
月
11
日
（
日
）  

10
名
出
席

 ＞

【
１
】
報
告
・
討
議
事
項

■
復
活
祭
・
聖
週
間
の
反
省
事
項

・
ミ
サ
・
祭
儀
に
つ
い
て
は
信
徒
の
協
力
が

得
ら
れ
た
。
出
来
れ
ば
若
い
皆
さ
ん
に

も
っ
と
入
っ
て
欲
し
か
っ
た
。

・
祝
賀
会
も
A
、
B
地
区
代
表
の
森
脇
さ
ん
、

太
田
さ
ん
を
中
心
に
信
徒
の
皆
さ
ん
に
協
力
・

奉
仕
頂
き
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

・
祝
賀
会
の
司
会
者
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の

段
取
り
を
よ
り
明
確
に
決
め
て
お
い
た
方

が
よ
か
っ
た
。

■
宮
内
助
祭
・
司
祭
叙
階
式
準
備

・
前
日
・
当
日
の
手
伝
い

8
名
参
加
で
信
徒
に
お
願
い
中(

宣
教
委
員)

・
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
の
割
り
当
て
に
つ
い
て

は
7
名
の
有
志
で
準
備
中

■
教
会
予
定

・ 

別
資
料
に
基
づ
き
、4
月(

白
板
記
載
内
容)

と
5
月
の
内
容
を
確
認

・
典
礼
、
行
事
に
加
え
て
、
営
繕
・
教
会
建

物
を
考
え
る
会
関
係(

工
事
、
大
掃
除
な

ど)

も
大
ま
か
に
年
間
ベ
ー
ス
で
考
え
て

お
い
て
、
こ
れ
を
毎
月
更
新
す
る
形
で
進

め
て
頂
き
た
い
（
委
員
長
）

■
祭
壇
ま
わ
り
の
件

・
状
況
報
告
（
建
物
を
考
え
る
会
）

祭
壇
の
改
修
に
関
し
て
、
横
浜
司
教
区
事

務
局
の
古
川
神
父(

事
務
局
長)

と
白
井

さ
ん
に
相
談
し
た
結
果
、
教
区
典
礼
委
員

長
の
久
我
神
父(

大
船
主
任
司
祭)

に
相

談
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
4
月

25
日
に
久
我
神
父
が
中
和
田
に
来
訪
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
教
会
建
物
を
考
え
る

会
が
対
応
す
る
。
祈
り
を
深
め
る
雰
囲
気

づ
く
り
が
肝
要
と
考
え
る
。

《
委
員
長
所
見
》

	

祭
壇
ま
わ
り
の
改
修
は
必
ず
し
も
多
数
決

で
決
め
る
も
の
で
は
な
い
が
、
信
徒
全
体

へ
の
説
明
と
議
論
を
尽
く
し
て
、『
教
会

の
意
思
』
と
し
て
進
め
る
べ
き
と
考
え
る

【
２
】
各
運
営
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告
・
要
望

①
総
務
グ
ル
ー
プ

・
総
務
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
公
募
を
か
け

て
欲
し
い(

委
員
長)

・
行
事
の
運
営
に
つ
い
て

* 

教
会
委
員
会
に
行
事
の
代
表
に
出
席
願
い
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い

（
委
員
長
）

* 

4
月
25
日
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
各
地
区
代
表
の
初

顔
合
せ
を
計
画
し
て
い
る
。　

こ
の
場
で
、

バ
ザ
ー
主
体
の
引
継
ぎ
を
計
画
し
て
い
る

が
、
加
え
て
、
教
会
委
員
会
へ
の
出
席
者

を
相
談
願
う
。

* 
方
式
と
し
て
は
、
(1)
行
事
予
定
に
従
っ
て

輪
番
制
に
す
る
か
、
(2)
そ
れ
と
も
年
間
を

通
し
て
一
人(

ま
た
は
二
人)

の
方
に
出

席
頂
く
か
、
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら

も
長
所
短
所
あ
り
。

* 

こ
の
方
式
自
体
に
つ
い
て
も
検
討
を
お
願

い
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
互
選
で
委

員
会
出
席
者
を
選
出
し
て
頂
く
。

注　

行
事
運
営
は
地
区
代
表
を
中
心
に
行

い
、
新
た
に
行
事
担
当
の
教
会
委
員
は
選

任
し
な
い

②
営
繕
グ
ル
ー
プ

・
祭
壇
ま
わ
り
の
事
項(

前
記)

・
土
足
化
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
に
よ
り
、(

既

に
お
願
い
し
て
い
る
が)

個
人
用
ス
リ
ッ

パ
、
子
供
用
上
履
き
を
持
ち
帰
っ
て
頂
く

こ
と
を
徹
底
す
る
。
本
件
は
連
絡
網
、
掲

示
で
呼
び
掛
け
る
（
期
限
4
月
末
）

・
２
階
で
漏
水
の
問
題
が
発
生
、
処
置
済
み
。

③
財
務
ブ
ル
ー
プ

・
甲
斐
委
員
が
欠
席
の
た
め
報
告
な
し

④
福
祉
グ
ル
ー
プ

・
信
徒
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
お
米
が
集

ま
っ
て
い
る
。　

ま
た
次
週
戸
塚
教
会
に

届
け
る

・
集
ま
っ
た
「
愛
の
献
金
」
は
、
財
務
担
当

所
轄
の
「
愛
の
献
金
」
と
合
わ
せ
て
、
財

務
よ
り
当
該
組
織
／
団
体
に
送
付
す
る

⑤
典
礼
グ
ル
ー
プ

・
前
述
の
月
次
予
定
確
認
、
並
び
に
祭
壇
ま

わ
り
の
件

⑥
宣
教
グ
ル
ー
プ

・
4
月
22
日
に
平
塚
教
会
で
教
会
学
校
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る
。　

中
和
田
か

ら
は
井
上
さ
ん
、
石
井
さ
ん
が
出
席
す
る
。

・
湘
南
キ
リ
ス
ト
教
セ
ミ
ナ
ー(

5
月
22
日

戸
塚
教
会
で
開
催)

の
月
例
実
行
委
員
会

開
催
さ
れ
る
（
4
月
11
日
）

・
二
俣
川
教
会
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
講
座
の
援

助
依
頼
が
来
て
い
る
。
宣
教
グ
ル
ー
プ
で

引
き
取
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

⑦
教
会
学
校

・「
赦
し
の
秘
跡
」
な
ど
、
子
ど
も
ま
わ
り
の

行
事
は
滞
り
な
く
進
行

⑧
広
報
グ
ル
ー
プ

・
特
記
事
項
な
し

【
３
】
課
題
事
項

（
以
下
の
サ
ロ
ン
の
件
以
外
は
前
述
）

・
ヨ
ゼ
フ
会
代
表
幹
事
の
鶴
田
さ
ん
よ
り
、
3

月
度
ヨ
ゼ
フ
会
資
料
に
基
づ
き
、
ヨ
ゼ
フ
会

並
び
に
サ
ロ
ン
の
実
情
の
詳
細
説
明
あ
り
。

《
議
論
・
コ
メ
ン
ト
》

・
ヨ
ゼ
フ
会
自
体
の
運
営
課
題
と
サ
ロ
ン
の

運
営
課
題
と
を
切
り
離
し
て
議
論
す
べ
き

・
サ
ロ
ン
の
問
題
に
限
る
と
、
サ
ロ
ン
奉
仕

者(

ヨ
ゼ
フ
会
メ
ン
バ
ー)

の
人
数
が
少

な
く
、
且
つ
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

並
び
に
当
番
依
頼
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
て

い
な
い
こ
と
に
尽
き
る

・
サ
ロ
ン
の
運
営
の
簡
素
化
、
ま
た
有
料
化

な
ど
、
運
営
自
体
を
変
え
て
い
く
こ
と
も

考
え
て
行
く
べ
き

・
こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
委
員
長

試
案
が
示
さ
れ
た

(1)
サ
ロ
ン
の
運
営
主
体
は
、
5
月
よ
り
ヨ
ゼ

フ
会
か
ら
教
会
委
員
会
に
移
す
こ
と
と
し

た
い
（
サ
ロ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
は
教
会
委
員
会
）

(2)
半
年
分
の
当
番
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
、
前

の
週
に
当
事
者
に
確
認
す
る
こ
と
を
徹
底

す
る

・
議
論
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
試
案
通
り
に

進
め
る
こ
と
に
決
定
し
、
ま
ず
5
月
度
は

教
会
委
員
が
分
担
し
て
担
当
し
て
サ
ロ
ン

を
運
営
し
、
体
験
を
通
し
て
更
な
る
課
題

抽
出
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

・
サ
ロ
ン
運
営
自
体
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
は
賛
否
両
論
あ
り
、「
走
り
な
が
ら

考
え
て
い
く
」
こ
と
と
す
る

【
４
】
小
林
神
父
の
話

（
前
述
の
案
件
に
関
連
す
る
部
分
以
外
）

・
横
浜
司
教
区
司
祭
異
動

・2010

年
度
教
区
研
修
養
成
コ
ー
ス
の
案
内

及
び
呼
び
か
け

・
神
奈
川
県
内
共
同
体
奉
仕
者
要
請
コ
ー
ス

（
典
礼
の
部
）

・
召
命
志
願
者
募
集
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

以
上

（
次
回
は
５
月
９
日
）

お
知
ら
せ

八
乙
女
す
み
枝
様
の
住
所
が

泉
区
上
飯
田
町
か
ら

泉
区
中
田
北
へ

変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

(

個
人
情
報
保
護
の
為
、
住
所
詳
細
表
記
し
ま
せ
ん)


